
０

　

「
＜
呵
１
こ
く
Ｒ
南
天
阿
弥
陀
仏

（
］
Φ
の
）
×

μ
Ｏ
い
×
∞
　
ｏ
ω
Ｐ

⑪
ｌ
Ｏ
は
、
笹
塔
婆
で
あ
る
。
上
端
は
圭
頭
を
呈
し
、
下
端
は
⑪
以
外
破
損

し
て
い
る
。
材
は
、
ス
ギ
材
の
柾
目
で
あ
る
。
ω
は
、
上
端
に
左
右
二
段
の
切

り
込
み
が
深
く
入
り
、
裏
面
に
段
が
あ
る
。
下
端
に
釘
孔
状
の
孔
が
三
カ
所
確

認
で
き
る
。
表
面
の
上
半
に
梵
字
と
蓮
の
絵
、
下
半
に
文
字
三
行
が
墨
で
書
か

れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
働
―
働
は
、
上
端
に
浅
い
切
り
込
み
が
入
り
、
表

面
に

「空
風
火
水
地
」
を
示
す
梵
字
と
南
無
阿
弥
陀
仏
が
墨
で
書
か
れ
て
い
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
山
形
大
学
の
三
上
喜
孝
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

⑫
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『服
部
遺
跡

・
藤
治
屋
敷
遺
跡
第
二
次
発

掘
調
査
報
告
書
』
（山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
一
一
九
、
二
〇

〇
四
年
）

（高
桑
弘
美
）

ふ
る
か
わ
ほ
り
ば
た
ま
ち

秋
田
・古
川
堀
反
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
市
千
秋
明
徳
町

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
三
月
―
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
山
村
　
剛

。
菊
池
　
晋
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

古
川
堀
反
町
遺
跡
は
、
秋
田
市
街
地
の
中
心
部
に
位
置
し
、
久
保
田
城
外
堀

の
西
側
に
あ
た
る
。
今
回
の
調
査
は
、
秋
田
中
央
警
察
署
改
築
事
業
に
伴
う
も

の
で
、
調
査
面
積
は

一
六
九

〇
だ
で
あ
る
。

遺
跡
の
名
称
に
も
な

っ
た
町

名
は
、
城
下
町
建
設
期
に
堀
替

え
を
し
、
現
在
外
堀
と
な

っ
た

旧
旭
川

（古
川
）
沿

い
に
あ
る

こ
と
に
由
来
す
る
。
江
戸
時
代

を
通
じ
、
家
老
職
小
野
岡
氏
や

根
本
氏
を
は
じ
め
と
し
た
上

・

(秋 田)
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中
級
藩
士
が
生
活
を
し
て
い
た
。
先
に
実
施
さ
れ
た
東
根
小
屋
町
遺
跡
や
久
朱

田
城
跡
、
藩
校
明
徳
館
跡
な
ど
の
調
査
と
同
様
に
、
湿
地
帯
を
埋
め
立
て
、
造

成
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
『御
国
替
当
座
御
城
下
絵
図
』
（秋
田

県
公
文
書
館
蔵
）
や
、
婆
時
の
文
献
史
料
を
裏
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

検
出
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物

・
柱
列

・
井
戸

・
溝
な
ど
で
あ
る
。
遺
物
は
、

陶
磁
器

・
木
製
品

。
金
属
製
品
と
多
岐
に
わ
た
る
。
木
簡
は
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
人

一

四
か
ら
五
点
、
Ｓ
Ｋ
人
二
五
か
ら
三
点
、
Ｓ
Ｋ
六
人
三

・
人
九
四
か
ら
各

一
点
、

柱
列
〇
三
Ｐ
二
か
ら

一
点
、
江
戸
時
代
の
造
成
上
中
か
ら
六
点
、
計

一
七
点
出

土
し
た
。
お
よ
そ
の
時
期
は
、
遺
構
内
出
上
の
も
の
が

一
人
世
紀
後
半
か
ら

一

九
世
紀
中
頃
、
造
成
土
出
土
の
も
の
が

一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
九
世
紀
中
頃
と

思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｋ
八
一
四

⑪
　。「謝
朝輛敢帥齢
　　一一一梨村」

。
「跡
闘
朝
教
�
餘
俵
　
一一一梨
村
」
　
　
　
　
　
　
　
］］ｏ×
∞ヽ×
∞　
ｏＦ

②
　
・
残
銭
三
貫
文
　
同
人
分
」

・
助
五
郎
様
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
（いこ
益
Ｐ叉
］
ｏ壱

①
　
。
「
ｏ
川
上
嘉
兵
衛
様
御
分
粉
米
弐
斗
入

寅
□
□
□
□
壱
半
入
」

。
「
ｏ
上
亀
町
　
組
代
九
郎
左
衛
門
　
　
　
　
」］Ｐｏ×
卜『ｏ×
岸ｏ

俯
〕　
　
　
「日
日
日
日
日
‐‐日日
日
日
日
日
日
‐‐日］」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞∞×
Φ『メ
］ω

働

　

「日
Ｈ
Ｈ
日
日
回

日

日

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μ∞∞）×
『ｏ×
Ｐｏ

Ｓ
Ｋ
人
二
五

０

　

「
　
　
　
　
　
日
日
日
日
日
Ｈ
Ｈ
□

出
羽
秋
田
住
人
□
〔剛
紀
肝
Ｈ
‐十
日
回

天
保
日
日
―Ｉ
Ｈ
回
　
　
　
」
　
　
∞Ｐ契
∞泉
∞

０

　

「南
部
雲
一置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯
Φ巽
桐
点

①

　

「
　
　
仰
信
寺

替
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯
ξ
×
�

Ｓ
Ｋ
大
人
三

〔〕
　
　
　
「日
日
日
日
日
Ｈ
日
日
日
回
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ∞ｏ）×
ω卜
×
∞

Ｏ
ω
い

Ｏ
ω
牌



Ｓ
Ｋ
八
九
四

⑩
　
。
（左
三
巴
紋
）

ヨ
　
コ
□

ぺ

　

　

代

熙
□
酢
□
□

Ｓ
Ａ
〇
三
Ｐ
三

口
　

「東
ノ

こ

造
成
上
中

⑫

　

「
濡
米
川
井
五
郎
兵
衛
様
御
屋
〓唯
副
コ
田
村

長
左
衛
門
」

∞
］
⇔
×
］
『
×
い
　
　
ｏ
ｍ
Ｐ

⑬
　
。
「　
□
口
□
大
町

ｏ
上
町
　
　
　
　
ｏ

長
谷
川
　
　
　
　
」

名

ｏ
μ
×

∞
『
×

『
　

ｏ
Ｐ
岸

Ｇ

Ｄ

×

Ｓ

ｅ

×

∞
　

ｏ
盟

Ｐ
∞
『
×

∞
伽
×

向
い
　

ｏ
岸
牌
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⑭

　

□
吉
原
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ
溢
援
ヽ
８
岸

⑮
　

「回
春
て
　
候
　
　
　
　
□
」
　
　
　
　
　
　
］卜授
ｇ
登
∞
ｏ３

⑮

　

「嘉
兵
様
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甫
∞契
両
『
ｏ常

ω

　

□
□
　
　
　
　
□
□

口
日
Ｈ

Ｈ
Ｈ
□

　
　
　
　
　
　
　
　
甫
Ｏ
駐
）
×
価
篤
　
ｏ
留

ω
は
釘
孔
が
あ
り
、
付
札
の
類
か
。
「小
野
岡
大
和
」
は
文
政
四
年

（
一
人

一
三
）
頃
の
城
下
町
の
様
子
を
描
い
た

『御
城
下
絵
図
』
に
は
、
遺
跡
と
推
定

さ
れ
る
地
に
こ
の
人
物
の
名
が
見
え
る
。
ま
た

「三
梨
村
」
は
、
現
在
の
湯
沢

市
三
梨
で
あ
る
。
②
は
上
部
を
破
損
す
る
。
下
端
を
尖
ら
せ
て
お
り
、
何
か
に

挿
し
込
む
形
態
で
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
①
は
釘
孔
が
あ
り

、
付
札

の
類
と
思
わ
れ
る
。
「上
亀
町
」
は
、
久
保
田
城
下
の
町
人
町
に
存
在
し
て
い

る
。
Ｏ
①
ｕ
は
小
構
な
ど
の
蓋
で
あ
る
。

①
は
上
部
が
山
形
に
削
ら
れ
て
い
る
が
、
九
身
を
帯
び
る
。
下
部
が
削
ら
れ

て
尖

っ
て
お
り
、
何
か
に
挿
し
込
む
形
態
で
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
秋

田
や
天
保
と
い
っ
た
地
名
や
年
号
が
確
認
で
き
る
。
ω
働
①
は
樟
や
桶
な
ど
の

本
製
品
の
一
部
で
あ
る
。　
⑩
は
上
部
、
両
脇
と
も
破
損
を
受
け
て
お
り
、
文

字
の
並
び
も
不
明
で
あ
る
。
⑪
は
上
部
に
銹
化
し
た
釘
が
刺
さ
り
、
下
部
は
破

損
し
て
失
わ
れ
て
い
る
。
建
築
材
の
一
部
か
。

⑫
は
釘
孔
が
あ
り
、
付
札
の
類
と
思
わ
れ
る
。
寛
文
初
年

（
三
ハ
六
こ

頃

の
城
下
町
の
様
子
を
描
い
た

『御
城
下
絵
図
』
に
は
、
遺
跡
と
推
定
さ
れ
る
地

に
こ
の
人
物
の
名
が
見
え
る
。
ま
た

「三
原
新
田
村
」
は
、
現
在
の
横
手
市
睦

成
字
三
原
で
あ
る
。
①
は
上
部
と
下
部
に
釘
孔
が
あ
り
、
付
札
の
類
と
思
わ
れ

る
。
「大
町
」
は
久
保
田
城
下
の
町
人
町
で
、
現
在
も
地
名
が
残
る
。
∽
は
上

部
を
破
損
す
る
。
下
端
を
尖
ら
せ
て
お
り
、
何
か
に
挿
し
込
む
形
態
で
使
用
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

⑮
は
上
下
両
端
を
膳
状
に
加
工
し
、
全
体
を
朱
色
で
塗
装
し
て
お
り
、
何
か

の
部
材
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
口
は
蓋
で
あ
り
、
半
分
は
欠
損
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
県
教
育
委
員
会

『古
川
堀
反
町
遺
跡
』
（秋
田
県
文
化
財
調
査
報
告
書
四
三

五
、
二
〇
〇
八
年
）

（山
村
　
剛
・
菊
池
　
並口
〈秋
田
県
教
育
庁
し




